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Lessons From Here and There (11) By TARO IWASE 


(11 Morpho 属 の 幼虫 と 紀 , メキ シコ か ら 南 ブ 
ラジ ル , 北ア ル ゼ ンチ ン に か け て 産 す る モル ホ は , 華 
護 蝶 と し て , 東洋 熱帯 の トリ バネ チョ ウ と , その 美 し 
さ を 競 う も の で ある . A. H. CLARKk は , フク ロウ チ 
ョ ツウ を 1 つの 科 Brassolidae た 独立 させ, モル ホホ と 東 
洋 の ワ モ ンチ ョ ツ を 合せ て Morphidae モル ホテ チョ ツウ 
科 と し て いる が , 私 の 考え で は , ワ モ ンチ ョ ツウ も フク 
ロウ チョ ツウ も , 幼虫 の 形 や 食 草 等 か ら 見 て ジャ ノ メ チ 
ョ ツウ 科 と 近く , モル ホホ は 少し 畑 弧 が 遠く どちら か と 
天 う と ジャ ノ メ チ ョ ウツ 科 より タテ ハチ ョ ツウ 科 に 近い の 
で は な いか と 思っ て いる . 

モル ホ の 編 虫 の 食 草 を 調べ て 見 る と , 今 ま で に 文献 
に 現われ た 限り で は , 単葉 の も の は 1 つも な く , 双 
子葉 の も の ば か り で ある . 





Morpho achillaena マメ 科 Platymiscum 


ク catenarius マブ 科 Scutia, Inga 

ク anaxibia デン ニン カ 科 “Grumexana” 
ク ク ウィ ン テ デラ ナ 科 ( ? ) Canella 
ク hercules ツ ヅ ラフ ジ 科 “Cip6” 


これ を 反し Caligo (バナ ナ , サト ウキ ビ ), Amat- 


husia (バナ ナ ), Taenaris (ホモ ノ 科 ), Faunis ( サ 
ン キ ライ , タコ ノ キ ), Discophora (ココ マシ, タグ ) 
と 天 っ た 様 克 , フク ロウ チョ ツウ, ワ モ ンチ ョ ツウ 類 の 食 
革 は , 次 単 子葉 で ある . 

幼虫 の 最大 の 特長 は , 亜 背 に 沿っ て 隊 医 の 東 が あ る 
こと で , これ は 体 節 に よっ て 長短 が あり , 第 3 節 , 第 
4 節 の も の は 特に 長い 様 で も ある. 色彩 は お し な べ て 派 
手 で , 黒 , 赤 , 白 , 褐色 等 を 混 え , これ は 隊 モ に つい 
て も , 背 線 部 の 斑紋 に つい て も 球 え る こと と で ある . 以 
上 の 点 は , いさ ょ か ワ モ ンチ ョ ツウ の 幼虫 に 似 て いる . 
頑 部 は 比較 的 大 きく 細毛 が 多く , プー ドル 大 の 様 で あ 
る . 頭頂 に は 1 対 の 角 が ある が 短 か い . 尾 端 も また 二 
又 し て いる が , 余り 著しく は な い . 最大 の 特長 は の ど 
(に あたる 辺り (胸部 第 1 節 ) に , 分 泌 腺 が 開口 し て い 
る と と で , と の 点 は フク ロウ チョ ツウ 幼 虫 と 軟 を 一 に し 
て いる (本 誌 2 巻 4 号 , 他 山 の 石 第 3 回 , 1951 参 照 ) . 
卵 が まとめ て 産み つけ られ る せい か , 幼虫 は 終 信 まで 
群生 し て いる . 6 令 ま で ある らし い が , 令 が 進む と 夜 
間 摂 食性 と な り , 恒 問 は 親 木 ( 食 草 が つる 性 の 場合 














Larva 及び Pupa 


Morpho 


の 枝 に か くれ て いる . 共同 し て 巣 を つく る 習性 が ある 
の で , 構 の 葉 を 綴っ て いる と とろ を 遼 く か ら 眺 め る 
と , 花 が 咲い て いる 様 に 見 える と も 去 う . 卵 は 比較 的 
大 きく (argentinus で は 直径 1.75mm), 半球 型 で 平 
滑 な と と ろ は , ジャ ノ メ チ ョ ツク 科 に 近い . 幼虫 は gar- 
gentinus で は 55mm に も 達する . 

遇 は 側面 か ら 見 る と オオ ムラ サキ の 遇 に 似 て いる 
が , 腹面 か ら 見 る と 幅 が 広く ジャ ノ メ チ ョ ツク 科 の 輪講 
を 思わ せる . 遇 の 色 は 緑色 糸 統 で , argentinus で は 
25.5mm に 達する . 下期 は な 2 ケ月 と の 記録 も ある. 

成虫 期 は 南半球 の 2 月 3 月 で , 北半球 で 云え ば 8 月 
9 月 に あたる . 越冬 態 , 発生 回 数 等 は は っ きり し な い 
が , 卵 か 幼 令 幼虫 で 冬 を 越し , 年 1 回 の 発生 で あろ う 
か 









































図 は 幼虫 も 由 も 色々 の 記録 か ら 最大 公約 数 的 に ま と 
め て 見 た が , 成虫 の 外観 か ら 見 た だ け で も いく つか の 
グル ー プ に わけ られ そう で ある か ら , いさ ヽ か 無理 な 
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も する. いずれ 詳し い 資 料 を 得 て 再 び 筆 を と っ て 見 何時 も な が ら 色 々 と 御 教 示 頂 いた 江崎 先生 に 御礼 申 上 
た い . モル ホ た 限ら ちず 南 米 の 蝶 の 生活 史 に 関す る ま と げ る . (17/IX 1954) 
まっ な た 計 献 が あっ た ら , 御 教 示 を 頂き た い . 終り , 


SS 
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ョ ウッ ウッ セ セリ の 異常 型 に つい て 
西 村 公 レラ 


On the aberrant form of Daimio tethys felderi 
by KrMro NISHIMURA 





木 種 の 異常 型 に 就 い て は 永見 氏 (永見 一 男 
他 , 選 取 県 産 蝶 類 に 就 い て , p. 12, 1934) が 
ダイ セン ダイ ミ ヨ ウ セセリ と し て 記録 し た も 
の が 最初 の よう で , 最近 それ と 同じ 型 の 標本 (3) 
RO FRED EE DN 
みた . 
不 異常 型 は 人 ゲ 雇 と 示す 欄 に 前 甚 の 当 紋 の 全 
池村 一 部 を 消 浴 する も の で , その 他 の 点 
就 い て は 何 澄 変 洪 は 認め られ な い . 既に と の 【〔 す 4) 
型 の も の は 8 匹 を 数 える が , 何れ も 同系 統 の 
も の と 思わ れ , し か も その 産地 は 母 取 , 松江 _ 
(成瀬 悟朗 氏 の 私 信 (1954) に より 平田 信夫 Fig 1 : 正 常 型 : Fig.2:AY: 


(1) 


(2 ) 














氏 が 採集 され た 由 ), 京都 (金田 殺 , あげ は Fig. 3: B® ; Fig.4:C8. 


(ガリ 版 ) 1954 及 同氏 私 信 秋山 茂 , 新選 躍 VIII の 6, p. 54, 1955) と 山 険 地 方 た か た よっ て いる 様 で ある . 
私 は 或 は form か variation か と 疑っ て みた が その 斑紋 の 異常 程度 が 一 致し な い の で 単なる 個体 変異 と し て 扱う 
(て 止め て お く . 

な お 白水 隆 氏 の 私 信 (1953) に よる と 本 異常 型 は 全く 他 の 地方 で 発見 され て お ら ず , 林 記 録 の 由 で ある . 従っ て 
SMR2M0 和 江本 2 ( 眉 と 関係 する も の か は 不明 で ある が , 今後 も 山 険 地方 各地 で 採集 出来 る も の と 思う . 

盗 料 の 提供 を うけ た 永見 , 金田, 秋山 百 水 , 中井, 成瀬 の 諸氏 に 謝 近 を 表す る . 


























個体 番号 産地 採集 年 月 日 採集 者 中 者 

A® 弓 取 県 西伯 郡 大 山村 松 ク ケ 原 。 27.V. 1933 永見 一 男 由 室 自 才 1 ケ の み 残 存 
B? 鳥取 市 東町 久松 山 27.V.1931 堪 村 功 殆 ん ど 全部 消失 

CS@ 高取 市 上 町 橋 銘 5. VIII. 1941 香川 三郎 中 室 自 約 1 ケ の み 残 存 
D る 8 島根 半島 三坂 山 27. V. 1953 中 井 衛 半分 消失 

E 詞 根 半島 三坂 由 14. VI. 1953 中 井 衛 一 部 消失 

F? 松江 平田 信夫 詳細 不明 

G る 京都 府 綾部 市 四 尾 山 16. VII. 1953 秋山 茂 全部 消失 , 百 脈 残す 
H 京都 府 綾部 市 吉 美 21. VII. 1954 秋山 茂 不明 
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